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柑橘栽培農家の生産空間に関する研究
一広島県呉市豊町のミカン倉を中心として一
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1.研究の背景と目的

日本の農山漁村では自然との密接な応答関係の中に

生業のための空間を築き上げてきた。その一っに生業

のための小屋が挙げられる。その中でもミカンを貯蔵

するためのミカン倉はは貯蔵物が繊細であるため、よ

りきめ細やかな貯蔵環境が求められてきた。そのミカ

ン倉は、今日のように機械のエネルギーに頼ることな

く、自然換気と人間の管理によって、ミカンの貯蔵に

最適な環境をっくりだしてきたミカン倉には、自然の

エネルギーを最大限に活かすための様々な知恵や工夫

が凝縮されている。一方で、現代の私たちの生活は、

多くのエネルギーを消費することが前提で成り立って

おり、その結果、資源の枯渇や環境破壊といった問題

を引き起こしている。エネルギー資源の終末が見えて

きた今日、自然との関わり方など、環境と人間の生活

のあり方を根本から間い直すことが求められていると

いえる。こうして環境の負荷を最低限に抑えることの

できる建築が求められる現代において、自然エネルギ

ーのみで理想的な貯蔵環境をつくりだしてきたミカン

倉に凝縮された知恵や工夫を読み解くことで得られる

知見は、これからの建築をっくりだす上で有用である

と考える。小屋に関する既往研究は、「『茨城県にお

けるタバコ乾燥小屋の構法と成立過程に関する研究』

黒坂貴裕、安藤邦廣」D、「『沿海多雨・多雪地域に

立地する舟小屋を有する集落の生活空間特性に関する

研究』岡野崇裕,畔柳昭雄,中村茂樹」2>、「『和歌

山県海南市下津町橘本町におけるミカン貯蔵小屋に関

する研究』寺門慶政、平田隆行、本多友常」3)、など

が挙げられる。一方、筆者が調べた範囲では、広島県

呉市豊町における柑橘栽培業の空間的知見に関する研

究はされていない。そこで、本研究では、広島県呉市

豊町における柑橘栽培に用いられるミカン倉を対象

に、そこで行われる様々な行為や空間構成、行為と空

間構成との関係、及び、空間構成の成立要因や成立過

程などを考察することを目的とする。さらに、それら

を通して生産や生活と自然環境との関係について考

え、これからの自然エネルギーを活かした生活環境を

作り出すための示唆を得ることを目的とする。
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Figurel豊町の位置

2研究の方法

まず最初に豊町の中でも柑橘栽培業を主産業とする3

集落を対象とし、ミカン倉の概観調査を行った。次に

生産空間及びミカン倉の特徴を捉えるため、概観調査

の結果から特徴の見られるミカン倉を対象とし、実測

調査を行った。さらに実測した事例の中でも果実が今

でも貯蔵されるミカン倉を選定し、ミカン倉の温熱環

境の計測を行った。また柑橘栽培業や集落、ミカン倉

の成立や使い方などに関して、聞き取り、文献調査を

行った。そして、得られた調査結果から、「生産空

間」「ミカン倉の形態」「ミカン倉の温熱環境」とい

った視点から、分析・考察を行った。

3.広島県呉市豊町及び柑橘栽培業の概要

豊町は瀬戸内海に位置する大崎下島の大部分と周辺

の小島によって形成され、柑橘栽培を主産業とする大

長集落、久比集落、沖友集落と港町の御手洗の4地区か

らなる。瀬戸内海の温暖な気候や急峻な地形が柑橘栽

培に適していることから、明治36年に大分県青江村か

ら青江温州を導入し、本格的な柑橘栽培が行われるよ

うなった。しかし昭和47年のミカンの価格大暴落と平

成3年の台風によって大損害を出し、以降柑橘栽培業は

衰退している。現在は安定した収益を得る為にミカン
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